
ICT 活用 TIPS 「もののなまえ」クイズ 
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【 After 】 メリット 

○ 一人でも学習できるようになったことにより、学習時間が増え、語い力の

向上につながった。 

○ 気軽にスライドを追加できるようになったことで、興味・関心の変化等に

応じた学習が行えるようになった。 

○ 教材を共有することで、教材準備に係る時間が減少した。 

 

機器 タブレット、PC 

ソフトウェア（アプリ） 

PowerPoint／Key note（プレゼンテーションソフト） 

何を使う 

【 Before 】 

○ 教師が読み上げて、それに対応した絵カードや写真を選択するなど、教

師と一緒に学習する必要があった。 

【知的障がい特別支援学校 小学部 国語「もののなまえ」】 

① 身近な「もの」の写真を撮影する。 

② プレゼンテーションソフトに貼り付けるとともに、 

その品名が大きなサイズで書かれたスライドを作成する。 

③ 写真にハイパーリンクを埋め込み、タッチすると、品名 

 のスライドに移動するように設定する。 

④ 品名のスライドに音声を入れることもできる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-
After】 


